
 

 

 

 

 

 

 

２月 12日（金）、学習参観に引き続き、令和 2年度

第 3回学校運営協議会を開催しました。９月に開催し

た第２回と同様に今回も対面形式で開催しました。 

今回の学校運営協議会では、後期学校評価と今後の

対応についての協議と来年度の三郷小学校グランドデ

ザイン（案）の検討・協議を行いました。 

話し合われた主な内容につきまして、お知らせいた

します。どうぞご覧ください。 

 

 

 

                      三郷小学校運営協議会長 市村 正美                       

今年度は、コロナ禍での学校運営協議の活動となった。学校現場においても様々な影響が

出ていることと思うが、その中にあっても学校職員が様々な工夫をして

教育活動を行っていることに感謝したい。 

今後も継続してよろしくお願いしたい。 

 

                            三郷小学校長 小島 隆宏                               

依然としてコロナ禍での教育活動が続いているが、全職員で知恵を出し合い、工夫をしな

がら教育活動を行っている。３学期のスタートに当たっても豪雪によって市内小中学校が、

一斉休校措置となった。お陰様で子どもたちは、欠席も少なく、元気に学校生活を送ってい

る。子どもたちのトラブルやいじめ事案に対しては、できる限り早期に発見し、学校全体の

問題として組織として対応することとを心掛けている。 

来年度の児童数は、81名。今後、児童数の減少が予想される。4月からは、国の GIGAス

クール構想に基づいて、児童一人一人に iPad 一台が貸与される。高速大容量

のネットワークが整備され、子どもたちの情報活用能力の向上と情報モラルの

定着が一層求められる。今後、適宜、保護者に整備状況や活用状況のお知らせ

を行い、家庭での情報モラル指導への協力のお願い等を行っていく。 

 

 

 

 

（１）学校からの説明 

 ・学校だより「翔け三郷の子」１月号に記載の学校評価データに基 

づいての説明と冬休み中に行った 3プロジェクト（ハート、 

スタディ、チャレンジ）ごとの分析、３学期及び来年度の取組 

についての説明 

（２）質疑・応答 

 ・学校評価結果についての質疑は、特になし 

                               ＊裏面もご覧ください。 

三郷小学校 

学校運営協議会だより 
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第３回学校運営協議会を開催しました  

開会のあいさつ 

 

２学期末学校評価について 

 



  

 

（１）学校からの説明 ＊主な変更内容 

 ・今年度からの大幅な変更はなし 

 ・ハート部（心）の評価基準について、数値目標 

での表現をやめ、「全ての子どもに『学校に来 

ることが楽しい』『友達を大切にしている』姿 

を目指す」という表現にする。 

 ・スタディ部（学習）の評価基準について、達成目

標の数値 85％を 90%以上に変更する。また、教

師力の方策に「考えを広げ、深めるノートづくり」

「ICTの活用」「家庭学習ガイド」を追加する。 

 ・チャレンジ部（健康）の教師力の方策に「コース設定やグループ活動の実施」

「メディア学習会の実施」を追加する。 

（2）質疑・応答 

 ・全体の場では、特になし 

   

 

                              

ハート部会 

・（あいさつについて）朝、登校する子どもたちに声掛けをするが、子 

どもによって差がある。高学年があいさつをする班は、低学年もする 

ことが多い。先日、ちょうど 1、2年生の冬の活動の日に妙高青少年 

自然の家に行く用事があり、訪れた子どもたちに「こんにちは」と声 

を掛けたが、なかなか返事が返ってこなかった。 

・コロナ禍でマスクもしていることもあり、あいさつをしづらい状況で 

あるが、相手からあいさつの声を掛けられたら明るく返すことのでき 

る子どもたちに育てていきたい。 

・友達とよさやがんばりをお互いに認め合うことは大切である。友達同士や異学年同士、家庭

でも褒めることを大切にしていきたい。 

スタディ部会 

・家庭学習の際、分からない問題があった場合にどうすればよいかにつ 

いて、子ども自身が見通しをもてるようにする。 

→（案として）「家庭学習ガイド」に掲載する。 

・学校と保護者が家庭学習の様子について情報交換し、個に応じた学習 

支援を行っていく。 

チャレンジ部会 

・小学校でメディアとの適切なかかわり方を学んでいくことが中学校で 

必ず生きてくると思われる。 

・GIGAスクール構想による一人 1端末貸与をよい機会と捉えて、メデ 

ィアの便利さと危険性を併せて学習していくことが必要である。 

 

 

（1）令和３年度学校行事予定及び学校運営協議会について 

 ・依然として、コロナ禍での教育活動が続くことが予想される。学校の新しい生活様式、感 

染症対策を踏まえた学校行事を計画している。また、学校運営協議会については、今年度

と同様に年間 3回の協議会を予定している。 

（2）令和３年度学校運営協議会委員について 

 ・校長推薦の委員については、今年度委員の継続意思を確認させていただき、手続きを行い 

たい。また、公募の委員については、案内と申込み書を学校の玄関に設置している。 

３部会での協議 

 

令和３年度グランドデザイン（案）について 

 

その他 

 


